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【選定理由】
本工事において受注者は、稼働施
設の維持管理作業と他工事（土木工
事）に配慮した施工計画と工程管理
行い、施工品質、出来栄え共に優れ
た脱臭設備を早期に完了させた。具
体的には、将来計画に準じ
た機器配置や動線計画を中
心となってまとめ、土壌脱
臭床の形状の見直し、濃縮
槽脱臭ファンを維持管理し
やすい屋外へ配置したこと
や、既設ダクトのフランジ
部からのダクトドレインの
漏洩から、今回工事では、
対候性・腐食性を考慮した
パッキンを選定した。また、
土壌脱臭床を設置する場所
が、他工事で行った盛土箇
所であったため、他工事引

渡し後に平板載荷試験を行い、６倍
の機器荷重をかけても沈下しない強
固な地盤であることを事前確認して
施工するなど、さまざまな現場提案
を積極的に行い、委託団体からも大
いに評価された。

【選定理由】
本工事において受注者は、受変電

設備の更新においては、既存設備の
全面更新であることから既存設備全
数の事前確認・調査を密に行い、調
査における問題点の抽出に早期、か
つ的確に取り組み、委託団体との調
整・施工提案等を積極的に実施した。
次亜塩注入設備・用水設備の工事に
おいては、関連する工事（機械、
建築、土木）が多く宗像終末処理
場内の工事全体の進捗状況とその
問題点の抽出を行う必要があっ
た。受注者はこれを積極的に行い、
工程調整会議では中心となって取
りまとめた。関連工事との綿密な
工程調整・連携を行うことで、安
全に工事を遂行した。受注者は既
存設備切替において、委託団体お
よび維持管理者と密に協議を行

い、導線確保、停電対応、運用等とい
った要望事項にも適切に対応した。
また、全体切替工程では２カ月前よ
り調整し、かつ１週間以上前に切替
手順の説明・協議・調整を委託団体
および維持管理者と行うことで良好
な関係を築いた。安全かつ工期内に
高品質な出来栄えで完成させたこと
で、委託団体からも感謝されている。

【選定理由】
本工事は、稼働中の施設
において汚泥消化施設を設
置するものであったが、消
化槽建設工事の遅れから現
地着手が遅れている中、複
数工事との調整を主体的に
行い、工事エリアを適宜調
整しながら最善の工程にて
施工、また施設管理状況の
確認、維持管理者との連携
を積極的に図りながら、長
期にわたる現場施工期間に
おいて、事故なく安全に工
事を完成させた。本工事に
場内整備の一部があり、別
途土木工事についても本工
事側で、変更設計（雨水管
等）を提案し、不整合箇所
の調整を図った。

硬い岩が施工範囲に確認されたこと
から、当初設計の地下連続壁のＥＣ
Ｗ－Ⅱ型では施工不能のため、ダウ
ンザホールハンマ工法による先行削
孔を併用したとＥＣＷ－Ⅰ型で
地下連続壁を構築することを提
案した。これにより、想定より
硬い岩層にも連続壁を施工する
ことを可能にした。現場が住宅
密集地であることから、ダウン
ザホールハンマ工法の施工に伴
い、発生する騒音振動、泥土飛
散の対策として防音・吸音シー
トを設置（住宅側３重）、振動
騒音測定を実施し、地域住民か
らの苦情もなく施工を完了し
た。施工を安全かつ効率的に進

躯体工作業中土留変位・切梁軸力、
アンカー反力を自動計測で常時監視
することにより施工の安全性を確認
した。

【選定理由】
　本工事は、オキシデーションディ
ッチ法の水処理施設の増設を行った
工事である。笠間市友部地区の下水
道整備の進展、工業団地の造成と誘
致企業の操業開始に伴う流入水量の
増加に対応するため、令和３年度か
らの増設系列の供用開始が求められ
ていた。建設工事、設備工事が混在
する現場で、非常にタイトな工期で
あったが、無事故・無災害で工事を
完成させ、令和２年度末に実負荷で
の試運転まで含めて工事を完成させ
ることができた。今回はＪＳ新技術
である「２点ＤＯ制
御システム」を採用。
能力㎥／日は、
現時点で日本最大の
処理能力を有する。
受注者は安全協議会
の幹事として、積極
的に関連工事を含め
た総合工程の円滑な

調整を行い、『笠間市浄化センター
ともべ既設設備停止項目及び影響・
対応表』や『水張試験～実負荷運転
までのロードマップ』を作成し、関
係者の認識を図った。この増設事業
は市の関心が高く、市長の議会方針
演説でも触れられていたほか、市役
所からも工事現場の見学が要請され
ていた。その要望に応えるため、現
場工事を前倒しし、１月に見学会を
開催し、市幹部、議員、地元住民な
どの参加をいただき、事業ＰＲに貢
献した。全ての工事従事者が快適に
安全に勤務できるよう、さまざまな

安全・環境対策を実
施。女性用快適トイ
レの自主的な設置
や、安全協議会によ
る場内清掃、周辺道
路清掃の実施、コロ
ナ対策など、魅力ア
ップや創意工夫が見
られた。

【選定理由】
　初掘削方法は法切開削工法を基本
とし一部床付け段差部に親杭横矢板
工法による土留め壁を設置する方法
で設計されていた。最大掘削深さ．
ｍの掘削作業が当初設計方法にて可
能であるか検証するため試験掘削を
実施し、その結果により掘削方法に
関して大きく変更する必要性が生じ
た。そのような問題に対し、請負業
者は、円滑に工事が完了するように
掘削方法の再検討を行い、鋼矢板に
よる土留め工法を採用するに至っ
た。再検討において、工程や工事費
への影響を最小限にするため、①土
質条件や床付高さに応じた鋼矢板の
必要性の有無の検討②切梁・腹起し
等土留め支保工の必要性の検討③存
置鋼矢板を最小限にとどめる検討を
行った。①～③の検討により工程と
しては、当初完成予定より最大カ
月延伸予定であったものを．カ月
の延伸にとどめ、工事費としては、

約万円の直接工事費低減を可能
にした。工事施工においては、水処
理施設の構築における生産性向上を
目的とし、多様な創意工夫を行った。
中でも基礎杭工における継杭の機械
式継手は、土木工事として平成年
月日に技術審査証明を得た工法
をいち早く採用した。また、移動の
多い壁部のコンクリートの打設にお
いては背負い式コードレスバイブレ
ーター（ＮＥＴＩＳ登録）を採用す
ることで、線持ち、段取り替え要員
をバイブレーターやたたき要員の増
強による品質向上に努めた。安全に
おいても、場内を監視するウェブカ
メラや高圧架空線接触防止対策とし
てのレーザーバリアの設置、ＶＲ機
器を用いた安全教育等さまざまな方
法により、現場安全管理体制を強化
するとともに、作業員の危険意識向
上に努めることで無事故・無災害を
達成した。

【選定理由】
本工事では、次期本体工事の早期
手が望まれる中、自社が保有する

ＩＣＴ建機や関連設備およびソフト
を駆使したＩＣＴ施
工を行うことで約３
カ月の工期短縮を達
成することができ、
生産性の向上や省力
化に伴う安全性の向
上および品質の向上
に寄与することがで
きた。また、受注者
は本工事の着手時に
おける住民説明会や
施工中における現場
見学会、定期的に実
施した海岸線の清掃
活動などを通じた近
隣住民とのコミュニ

ケーションにおいて良好な関係を築
き、建設工事に対する信頼を得たこ
とで委託団体からも多大なる評価を
いただいた。

【選定理由】
本工事は、処理機能を喪失した下
水処理場において、一刻も早く処理
機能を復旧させるという極めて困難
な工事であった。受注者は災害復旧
工事の趣旨を理解した上で、準備段
階より綿密な被災状況調査の上、設
備機能の応急仮を含めた全本の災
害復旧工事が並走する中、安全かつ
品質は基より段階的な機能復旧にお
いて主導的役割を果たした。特に、
被災直後より段階的な復旧計画に対
する応急仮計画の
立案、また錯綜す
る現場作業場では
仮設照明、共用足
場を広範囲に設置
するなどの臨機対
応な措置により、
復旧作業現場にお
ける各復旧工事や
維持管理を安全か
つ適正に進めるこ

とができ、関係者からも感謝される
ものであった。日々変化する他工事
からの作業要請や処理水質状況を鑑
み、関係者と毎週毎朝、定期的な合
同ミーティングにより積極的に作業
工程等の調整を行い、最適な電気復
旧手順や仮設から本設への切替タイ
ミングを見定めながら、当初計画通
りの工程を厳守、無事故・無災害で極
めて困難な復旧工事を完成させた。
また、電気盤の再利用される基礎ア
ンカーにおいてはアンカー打音試験

（全数）や引張試
験（抜き取り）に
よる品質管理。大
量かつ高額な撤去
ケーブル材の保管
場所選定について
も施錠管理できる
別施設へ移動・保
管するなど丁寧な
対応も見られ、優
秀である。

【選定理由】
本工事は、処理機能を喪失した下

水処理場において、一刻も早く汚泥
処理機械設備を整備復旧させるとい
う、極めて困難な工事であった。受
注者は災害復旧工事の趣旨を理解し
た上で、準備段階より綿密な被災状
況調査の上、施設の段階的復旧に寄
与する復旧計画を立案された。また
施設内滞留泥水の除去・機器類清掃
をはじめ、広範囲の機器類を現地お
よび工場にて復旧
整備を行い、定め
られた工期内で無
事故・無災害で完
成度の高い工事を
完了させた。刻々
と変化する他の復
旧工事（水処理復
旧や電気復旧な
ど）の進捗に合わ
せて、他復旧協力
会社との連絡を密

に双方の工程を調整しながら、処理
場機能の早期回復に寄与した。継続
的な汚水受入と水処理機能の段階的
復旧による汚泥量の増加に対応する
べく、主体的に長野県や維持管理業
者等との連携を図り、脱水ケーキの
仮設搬出ルートを構築するなど、復
旧過程における処理場運営への課題
解消にも大きく貢献した。復旧整備
後にシステム全体が円滑かつ安全に
機能するよう、長期休止中の未被災

機器についても積
極的に事前点検を
実施され、また流
出、棄損状態にあ
る完成図書類に対
して、本工事対象
外の機器も含めた
当該施設の取扱説
明書を改めて入手
納入する等、丁寧
な対応も評価され
る。

【選定理由】
岩手県の太平洋沿岸北部に位置す

る宮古市は、平成年３月日に発
生した東日本大震災の影響により約
㎝の地盤沈下が生じ、台風や豪雨
のたびに市街地が浸水するため、本
雨水ポンプ場は震災復興事業として
計画され、対象区域の住民より
早期稼働が望まれた。本工事は、
雨水ポンプ場地下構造物等の土
木工事であるが、施工地が住宅
に隣接した非常に狭隘な敷地の
ため、工事車両等の入退場時の
周辺住民の安全確保と騒音や振
動等の周辺環境に対する万全の
配慮をしながら工事を進めた。
また、市内就職希望学生に向け
た事業所見学会の開催や地元主
催の環境美化運動へ積極的に参
加するなど地域貢献を行い工事

への理解を高めるとともに、住民へ
のきめ細やかな対応により理解と信
頼を維持して円滑に工事を進めた。
さらに、関連する建築、設備工事と
積極的な工程調整、施工調整を図り
計画通りの完成とポンプ場稼働に尽
力した。

【選定理由】
本工事は、既設設備の運用を継続
しながら電気設備の更新を行うもの
であり、設備停止時間や施工エリア
に大きな制約がある困難な条件の
下、施設の運用状況をよく理解して
盤の更新、機能増設および
切替作業を行い、維持管理
者との連携にも配慮し既存
設備への影響を最小限に抑
えて工事を遂行した。運転
操作設備の更新では、更新
後の機器配置が最適となる
ように事前に仮設処置を実
施し、ケーブルの切替えが
容易となる施工方法につい
て優れた技術提案を提示し
て短期間でこれらの作業を
実施した。自家発電設備の
更新では、施工条件が大き

く変更となり、追加となった一般取
扱所の対応工事では工期の制約が大
きい中で諸官庁との協議を迅速・的
確に行うなど積極的な対応により、
各種法令を満足し機能的も優れた発
電設備を完成させた。
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